
東 京 都 医 療 審 議 会 規 程

（目的）
第１条　この規程は、医療法施行令第５条の２２の規定に基づき、東京都医療審議会
　（以下「審議会」という。）に関して、必要な事項を定めることを目的とする。

（会長及び副会長）
第２条　審議会に委員の互選による会長及び副会長を置く。
２　会長は、会務を総理する。
３　会長に事故があるときは、副会長がその職務を行う。

（会議）
第３条　審議会は、会長が招集する。
２　審議会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決を行うことができ
　ない。
３　審議会の議事は、出席した委員の過半数もって決し、可否同数のときは、会長の
　決するところによる。

（部会の設置）
第４条　審議会に、医療法人の認可に関する事項を調査審議するため、医療法人部会
　を置く。
２　審議会は、前項の事項以外の事項を調査審議するため、必要な部会を置くことが
　できる。
３　部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。

（部会長及び副部会長）
第５条　部会に、その部会に属する委員の互選による部会長及び副部会長を置く。
２　部会長は、部会の事務を掌理し、部会の審議の経過及び結果を審議会に報告する
　ものとする。
３　部会長に事故があるときは、副部会長がその職務を行う。

（部会の議事）
第６条　審議会は、医療法人部会の決議をもって審議会の決議とする。
２　部会の招集、議事の定足数及び表決数については、第３条の規定を準用する。
　　この場合において、「審議会」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部
　会長」と読み替えるものとする。

（関係者の出席）
第７条　審議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、
　意見を聞くことができる。

（会議の公開等）
第８条　審議会並びに部会（医療法人部会を除く。）の会議及び会議に係る審議事項、
　議決事項、会議録等（以下「会議録等」という。）は、公開する。
　　ただし、会長（部会にあっては、部会長。以下同じ。）又は委員の発議により出
　席委員の過半数で議決したときは、会議又は会議録等を公開しないことができる。
２　医療法人部会の会議及び会議録等は公開しない。
　　ただし、部会長又は委員の発議により出席委員の過半数で議決したときは、会議
　又は会議録等を公開することができる。
３　会議又は会議録等を公開するときは、会長は、必要な条件を付することができる。

（審議会の庶務）
第９条　審議会の庶務は、東京都福祉保健局医療政策部において処理する。

（委任）
第１０条　この規程の施行について必要な事項は、会長が定める。

　　　附　則
　この規程は、昭和６１年１２月５日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成２年８月１日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成５年４月１日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成１３年１月１８日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成１４年４月１日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成１６年８月１日から適用する。
　　　附　則
　この規程は、平成１９年４月１日から適用する。
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